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春の定例 会報告
　

予
算
関
連
議
案
３
件
、
一
般

会
計
63
億
７
７
０
０
万
円
、
特

別
会
計
と
企
業
会
計
の
合
計

33
億
８
８
２
万
７
千
円
、
総
額

96
億
８
５
８
２
万
７
０
０
０
円
に

つ
い
て
の
審
査
を
終
了
し
、
採
決

の
結
果「
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
意

見
の
多
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
次

の
意
見
を
付
し
ま
す
。

 

審
査
意
見 

①
公
務
災
害
の
再
発
防
止
な
ど
に

つ
い
て

　

二
度
と
起
き
て
は
な
ら
な
い
不

幸
な
公
務
災
害
の
再
発
防
止
に
向

け
、
早
急
な
対
応
を
図
る
こ
と
。

（
職
員
配
置
計
画
、
恒
久
的
な
職

員
確
保
、
人
事
評
価
制
度
、
時
間

外
勤
務
の
解
消
、
営
農
用
水
施
設

の
管
理
体
制
の
構
築
）

②
雄
武
高
等
学
校
の
存
続
対
策
に

つ
い
て

　

雄
武
高
等
学
校
存
続
対
策
協
議

会
で
の
積
極
的
な
議
論
を
深
め
、

政
策
に
反
映
さ
れ
た
い
。（
上
級

学
校
へ
の
進
学
の
た
め
の
教
育
課

程
、
応
用
学
力
向
上
の
た
め
の
総

合
的
な
施
策
展
開
）

③
雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

国
保
病
院
は
自
治
体
直
営
病
院

と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
だ

が
、
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入

を
受
け
て
お
り
、
健
全
経
営
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
国
の

地
域
医
療
構
想
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
診
療
形
態
の
あ
り
方
、

救
急
指
定
の
あ
り
方
な
ど
町
民
の

意
見
も
踏
ま
え
対
応
策
を
検
討
さ

れ
た
い
。

令
和
４
年
３
月
18
日

　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

 

長 

野 　

誠

令
和
４
年
度　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
（
要
約
）

令和４年度　各会計の当初予算

※企業会計（国民健康保険病院事業会計）の額は収益的支出と 
資本的支出の合計額

◎一般会計……町税、地方交付税、国庫補助金など税金をおもな収入源として町
民に関わる経費を賄う会計

◎特別会計……水道や下水道、国民健康保険など利益を受ける人たちがそれに関
わる経費を負担する会計

会　計　名 予 算 額 伸 び 率

一 般 会 計 63億 7,700 万円 8.4%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 7億 1,426 万円 △ 1.4%

簡 易 水 道 7,497 万円 0.2%

公 共 下 水 道 5億 2,762 万円 4.5%

介 護 保 険 4,457 万円 △ 15.2%

介 護 サ ー ビ ス 1億 5,317 万円 △ 4.1%

後 期 高 齢 者 医 療 3億 1,299 万円 △ 11.8%

介護老人保健施設 6億 282万円 48.1%

国民健康保険病院事業会計 (※ ) 8 億 7,843 万円 11.6%

合 計 96億 8,583 万円 8.2%

令和４年度
一般会計 63 億 7700 万円の内訳

町税
10％

地方譲与税等
　　3％

地方交付税
　　45％

国・道支出金
　　13％

町債
　8％

議会費
　1％

総務費
　27％

商工費
　5％

土木費
　16％

消防費
　3％

教育費
　6％

公債費
　10％

その他
　0％

民生費
　11％

衛生費
　13％

農林水産業費
　　8％

その他
　21％

歳 入

歳 出
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Ｑ栁原　スポーツセンターの午前中利用を希
望する声がある。

Ａ教育振興課長　以前は午前 10 時から開館し
ていたが、利用者が少なくなり短縮した。ニー
ズが高くなるなら検討する。

Ｑ金田　図書購入には外国語図書は含まれて
いるか。

Ａ図書業務係長　中国語古典図書購入を予定
している。今後はニーズを見ながら検討する。

Ｑ嶋村　まちづくりアンケートで窓口が暗い
というコメントがある。職員のサービス精神、
町民が心地よくなる工夫や役場全体の意識改革
を。

Ａ住民生活課長　暗い、挨拶ができていない
との指摘は残念。積極的に声かけを行いたい。
カウンターは物理的に暗い。明るい窓口づくり
を意識して考えていきたい。

Ｑ遠藤　雄武高校卒業生奨学金の内訳は。

Ａ教育振興課長　生徒 27 名分（令和元年度 8
名、令和 2 年度 3 名、令和 3 年度 16 名）。

Ｑ遠藤　トレーニング機器の内訳は。トレー
ニング機器は高校生など利用者の声を反映して
いるのか。

Ａ教育振興課長補佐　ランニングマシン 2 台、
コードレスバイク 2 台、ベンチプレス、ダンベ
ル等のほか、コンビネーションマシン 1 台につ
いてはスポーツ振興くじからの助成を申請する
予定。機器はスポーツ推進委員の声を聞いて選
定した。

Ｑ溝田　ピヤシリ線林道復旧、方向性はきち
んとしているのか。

Ａ産業振興課長補佐　北海道とも協議し、廃
道は難しく、２千万円程度で工事可能との助言
もあり、復旧工事に向けて設計委託を行う。

予 算 審 査 に か か る 質 疑 応 答

春の定例 会報告
3月8～18日（11日間）の内容
●行政報告（町長）
●行政事務報告（副町長）
●教育行政報告（教育長）
●各会計補正予算９件
●条例制定・改正９件
●その他議案２件
●町行政執行方針
●教育行政執行方針
●令和４年度各会計予算９件
●令和４年度予算関連議案３件
　※上記2件一括上程
●一般質問（４名）
●予算審査特別委員会（２日間）
●予算審査特別委員長報告

※少子化と高齢化が急速に進む日本は先進国に先がけ「人口減少時代」に突入し
ています。我が町の人口減少もその現れであると考えられますが、一方、公共
サービスの細分化と増加、公共施設の老朽化対策や社会保障関係経費の増加な
どのため、一般会計予算は年々増加していると分析できます。

↓
次
は
予
算
審
議
質
疑
つ
づ
き

一般会計当初予算と人口の推移
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Ｑ嶋村　ふるさと納税サイトの数は。新たな
商品開発は。

Ａ財務係長　サイトは４つ（チョイス、楽天、
さとふる、ANA）、商品開発は観光協会や加工
協と打ち合わせしている。食肉については農協
やエーコープと調整しているが上手く噛み合わ
ない。

Ｑ佐藤　ふるさと納税、いい感じで進んでい
る。印象と現状を伺いたい。また食肉の「噛み
合わない」という表現の説明を。

Ａ財政係長　拡充してから非常に順調。サイ
ト増設効果か。3 億を超えて事務も増加、打ち
合わせもできない状況。一括代行させて打ち合
わせや開発時間の確保を行い、寄附増加につな
げたい。「噛み合わない」とはエーコープの食
肉の捌き手が少ないことや、発送直前で食肉加
工を行いたいが店舗優先の業務となってしまう
ため、現状維持となっていることを指すもの。

Ｑ栁原　時間外勤務を減らす考えの中、起き
ている原因を究明せず残業代を増やす経緯は。
会計年度任用職員に頼ることも多い、地域おこ
し協力隊に手を挙げていない。外部委託の検討
をしてはどうか。

Ａ総務課長　時間外は実績に近い額に。兼務
解消や業務量の平準化も。環境改善に取り組み、
常に良いものを取り入れる。

Ｑ栁原　毛ガニ養殖の内容は。

Ａ水産係長　毛ガニの生態ははっきりしない
ことが多い。抱卵雌ガニの観察データを蓄積し、
9 年を目途として産卵・ふ化のメカニズムを解
析する。費用は管内の沿岸自治体・漁協のほか、
道の補助を受け、初年度の令和４年度には畜養
施設を整備する。

Ｑ嶋村　アグリファームは 3 つの公共牧場の
指定管理を受けており、事務所など 50 年以上
が経ち古い。施設の新設等の今後の展開は。こ
の事業は地元負担が 25％発生するが、負担区
分はどうなっているか。

Ａ農地整備係長　当初要望は 680ha だったが、
1 年あたりの作業量が決まっていることから 2
回に分けた。道とも協議のうえ、草地改良を
優先している。令和８年までは計画済、令和 9
年以降は別途計画する。町が 25% を全部負担、
施設修繕についてはアグリファームが今後負担
していく。

Ｑ遠藤　不要な人工魚礁の撤去、内容は。

Ａ水産係長　平成 19 年からのホタテ漁場の沖
出しで大量の人工魚礁が支障となった。平成
27 ～ 30 年で 374 基を撤去している。令和 4 年
は魚田沖で 100 基を引き上げる予定。

Ｑ栁原　一時預かり料０～２歳が同額となる
理由は。幼児の完全無料化はできないのか。キャ
パは。

Ａ 保育所長　法律で徴収可能とされている。
保育料は所得に応じて 9 月に積算するため見込
みが立たない。預かり料を自治体が負担するこ
とは可能だが、保育所の面積が全員受け入れる
要件になっておらず、出生数２０人としても 0
～２歳希望者全員が入所することはできない。

Ｑ遠藤　水道管路台帳システムの内容は。

Ａ上下水道課長　紙ベースをデータ化するも
の。仕切弁の一夜管路の管径や延長、深さ等の
台帳整備。発注は札幌のコンサルタント業者を
予定している。年度内に完了予定。



5
おうむ議会だより　第 180 号

2022.6 発行

行政報告等に対する 質 疑 応 答
Ｑ溝田　町税等の収納率について。前年度比マ
イナス 1.63 ポイントの分析を行っているか。

Ａ税財管理課長　要因としては、今まで分納し
ていた方の一部滞りがある。町民税では納付書
を例年６月に送付しているが、その前に転出さ
れる方がおり、そのまま連絡が取れなくなるケー
スが多々ある。 Ｑ栁原　今回の条例改正で分割された保健福祉

課以外に、町としてそれ以外の部分の再構築を
考えているか。

Ａ総務課長　年末に副町長と私で各課の管理職
とヒアリングを実施し、次年度以降の組織体制
について協議を行った。昨年実施の際、保健福
祉課の分割の話が出てきた。他の課でも係員の
人数が不足しているので補充が必要といった意
見もあったが、課の分割や統合の意見はなかっ
たため、今回は保健福祉課のみ行った。

Ｑ長野　課設置条例の改正、本来であれば３月
２日の議会全員協議会で説明すべきではないか。

Ａ総務課長　今後、課設置条例が改正するよう
な場合などについては議会とも協議をし、必要
に応じて事前に説明したい。

Ｑ遠藤　教育行政報告について。閉校後の備品
等を町民の方に還元する考えは。教職員の住宅
等の活用見込みは。

Ａ教育長　豊丘小学校の備品の整理は来年度必
要なものを各学校に配分して進める。今後役場
が持っている施設等で使う予定がない場合、無
料かお金をいただくかは決めてないがそういっ
たことも考えていきたい。教員住宅はまだ足り
ない状況と認識。そのまま教員住宅として使用
する予定。

Ｑ嶋村　中山間地域直接支払交付金が約２千万
円減額になった理由は。

Ａ産業振興課長　農家の方々の所得超過者が増
加したため（令和２年度が６件、令和３年度が
12 件）約 1459ha、２千万円の減額となった。

Ｑ栁原　備品購入費でスクールバスの購入額が
非常に安くなっている。予算と比較し多額の乖
離が起きたのはなぜか。

Ａ教育振興課長　委託会社と協議の上、仕様を
見直した。必要なオプションが付く車種のグレー
ド は １ ラ ン ク 下 の グ
レードでないとそのオ
プションが付かないと
いうことと、入札の執
行残が減額の理由。

◎
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
の

　
認
定
に
つ
い
て

　

家
畜
ふ
ん
尿
処
理
対
策
を
町

の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
バ

イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
の
策

定
に
至
っ
た
。
計
画
し
て
い
る

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
15
戸

の
酪
農
家
が
参
加
予
定
。
搾
乳

牛
換
算
で
２
２
４
５
頭
規
模
の

ふ
ん
尿
処
理
を
行
う
集
中
プ
ラ

ン
ト
を
雄
武
町
の
北
雄
武
地
区

に
建
設
す
る
計
画
。

◎
遠
隔
地
通
院
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調

　
査
に
つ
い
て

　

有
効
回
収
率　

83
・
１
％

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
会
議
31
回
（
１
月
13

日
）
～
36
回
（
３
月
４
日
）

◎
公
務
災
害
事
案
に
係
る
調
査
報

　
告
書
概
要
に
つ
い
て

４
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
調
査
報
告

書
概
要
を
朗
読
説
明
。

※
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
に
記
載

◎
北
海
道
雄
武
高
等
学
校
入
学
者

　
選
抜
学
力
検
査
に
つ
い
て

　

雄
武
高
等
学
校
へ
の
出
願
者

数
は
22
人
、
全
員
が
雄
武
中
学

校
か
ら
の
出
願
。

◎
豊
丘
小
学
校
の
閉
校
式
挙
行
に

　
つ
い
て

　

開
催
日　

２
月
27
日

　

出
席
者　

80
人

行
政
報
告
（
石
井
町
長
）

教
育
行
政
報
告
（
豊
田
教
育
長
）

↓
次
は
行
政
執
行
方
針
等
質
疑
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行政執行方針 石 井
町 長 教育行政　執行方針 豊　田

教育長　 質疑応答
Ｑ長野　町長は職員に対する指示として「挑戦

〝挑戦なくして成功なし〟」「原点回帰〝公務員と
しての原点に立ち返る〟」また「町民との協働〝町
民と行政の真の「協働」の実現〟」と述べているが、
具体的な説明を。

Ａ町長　挑戦とは前に進むということ、原点回
帰とは立ち止まって原点に返って町民や町政を
どう考えていくかということ。町民との協働と
は、協働するという心構えも非常に必要という
こと。今年は特に原点に戻って、町民との協働
をもう一度考えていってほしい。

Ｑ長野　子どもたちの国際交流について、グロー
バル人材育成を図ることとは。また ICT 機器の
有効活用に努めるとあるが、学校においてタブ
レット活用がなされていないようだが。

Ａ町長　例えばタブブレットを使っての英語の
授業等で海外との交流を考えている。しかし基
礎的な勉強がきちんとできていないとグローバ
ルな人材を育ててはいけないと考えている。人
を育て、つなげていくということが非常に必要
であると考えている。

Ａ教育長　タブレットに関して。GIGA スクール
自体、２年ほど前倒しして行うことになったが、
その準備ができていなかったというのも事実で
ある。インフラ整備も完全ではない状態。合わせ
て研修や教師の意識改革が一番必要だと考える。
町長には今の教育の状態をきちんと理解してい
ただき、予算等もすり合わせを行っている。

提言 長野　これからの町政は、足並みを早くし
て、職員一同、皆一体となり、ワンチームとなっ
て進めていっていただきたい。

Ｑ溝田　GIGA スクール構想によるタブレット
を使っての学習に関して、特に英語に関しては学
力を上げていかなくてはいけないとのこと。雄
武には素晴らしい人材がたくさんおられる。課
をまたいでの人材、地域おこし協力隊の方など
教育ということに関しては求めてもよいのでは。

Ａ教育長　英語は非常に余裕のない授業状態だ
と認識している。いくら高度な教育を受けても
生徒自身が英語に興味を持たないと、また必要
性を感じないと絶対覚えないと思う。今の話は
参考にさせてもらい、学校とも考えていきたい。

Ｑ溝田　情報通信の整備と充実に関して。カバー
エリアにも留意するとあるが、上幌内地区におい
ては消防防災体制、特に救急車の要請や J アラー
トも届かない。国、道にも要請しているようだが、
その後の進展は。

Ａ総務課長　携帯のカバーエリアの拡大につい
ては管内共通の課題となっている。オホーツク圏
活性化期成会（※ 1）や西紋別地区総合開発期成
会（※ 1）を通じて国や道に働きかけている。情
報によると現在、上幌内地区に携帯会社４社で
共同アンテナの建設が計画されている。町に対
しても土地を貸して欲しいという要望がこれか
ら来る予定。近々、上幌内地区に鉄塔が建つの
ではないかと思われる。

※１　期成会
　物事を「成」しとげようと強く「期」する（期
待する）会のことです。
　【オホーツク圏活性化期成会】はオホーツク総合
振興局管内の各市町村、【西紋別地区総合開発期成
会】は西紋別地区５市町村が参加しています。

　それぞれの市町村長と議長が集まり、管内の課
題や問題点を北海道や国に要望する活動を行って
います。
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行政執行方針 石 井
町 長 教育行政　執行方針 豊　田

教育長　 質疑応答
Ｑ佐藤　水産業の振興について。雄武町の育て
る漁業とは。

Ａ町長　鮭やナマコ等の他、今年度から漁協、
道がオホーツク管内において毛ガニの増養殖事
業として協議会を立ち上げ、町としても費用を
負担していきたい。

Ｑ佐藤　GIGA スクール構想という文科省が立
ち上げたものに教育委員会も翻弄されてると思
うが、もっとアナログでやってもいいのではな
いか。

Ａ教育長　賛成。全てデジタルが正しいのでは
なく、今までの伝統的なものもきちんと組み合
わせてハイブリッドでやっていけば、私は絶対
良い道ができると思うので、もっと研究してい
きたい。

Ｑ佐藤　高校のタブレットをもう少し柔軟に使
えるような環境に整えては。

Ａ教育長　タブレット等の持ち出しの関係につ
いては、私自身は自由に使わせてあげてとお願
いしている。ただ、まだルールができておらず、
セキュリティポリシー（※２）を作成中とのこと。
今後、加速度的に使わせたいと思っている。

Ｑ遠藤　スマートフォンに関して。住民のスマ
ホの保有率をアンケート調査等で調べることは
できるのか。それにより、町からの新しい情報
発信方法が見出せるのでは。

Ａ総務課長　町では毎年 10 月に雄武町基本調査
を行っている。基本調査と一緒に実施すること
は可能かと思う。

Ｑ栁原　災害備蓄倉庫が完成した。WOTA（※３）
シャワーの購入は。

Ａ住民生活課長　シャワー設備は補助金を活用
しても高価。災害時には自衛隊の入浴支援やホ
テル日の出岬への送迎を考えている。

Ｑ栁原　図書館の多目的室の使用について、予
約はできないのか。

Ａ教育振興課長　多目的室の使用は基本的には、
どなたでも利用できるという部屋。近くに予約
できる町民センターがあるので使っていただき
たい。

Ｑ栁原　お役所言葉や横文字が多く感じている。
改善は。

Ａ総務課長　町から発する町民向けの文書につ
いては、基本的には簡易で伝わりやすいようにと
いうのを意識して作成しているが、横文字も多々
出てくる。今後は注意書きを入れるような配慮
をしていきたい。

※２　セキュリティポリシー
　「情報の安全を守るためにはどうしたらいいか」
を定めたルールです。
　インターネットなどを悪用した外部からのサイ
バー攻撃に備えたり、パソコンの置き忘 れ や
USB フラッシュメモリを紛失したり
と、いつどのようなときに「情報」
が危険にさらされるか分かりません。
　そんな時に大切な情報が漏洩する
のを防ぎ、被害を最小限に抑え た
りする決まりが「セキュリティ ポ
リシー」です。

※３　WOTA
　最先端の水処理の自律制御技術によって一度
使った水の 98% 以上をその場で再生して循環利
用する、人にも環境にも優しいテクノロジーです。
　持ち運べるほど小さな機械で、災害時など水道
へのアクセスが困難な場所でも、水を自由に使え
るシステムです。

↓
次
は
一
般
質
問
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町
長　

６
年
間
長
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
心
よ
り
お
詫
び
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は

遺
族
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

報
告
書
で
は
平
均
的
な
労
働

者
を
基
準
と
し
て
業
務
内
容
、
人

員
配
置
、
労
働
時
間
そ
の
他
を
考

慮
し
た
場
合
、
南
氏
の
従
事
し
て

い
た
業
務
は
強
度
の
心
理
的
負
荷

を
生
じ
さ
せ
得
る
も
の
で
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
、
業
務
に
よ
っ
て
気

分
（
感
情
）
障
害
を
発
症
し
自
死

に
至
っ
て
お
り
、
業
務
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得

な
い
、
ま
た
、
南
氏
の
業
務
が
過

重
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
町
と

し
て
認
識
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ

り
、
町
に
は
安
全
配
慮
義
務
違
反

が
あ
っ
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い

と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。
当
時
の

雄
武
町
庁
舎
内
で
い
か
に
前
近
代

的
な
労
働
慣
行
が
ま
か
り
通
っ
て

い
た
か
は
っ
き
り
し
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
報
告
書
の
内
容
を
町

全
体
で
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
再

発
防
止
に
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

当
然
で
す
ね
、
情
報
共
有

し
な
が
ら
、
今
後
の
労
働
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

雄
武
町
営
農
用
水
の
管
理
運
営

に
つ
い
て

　

雄
武
町
に
は
５
か
所
の
営
農

用
水
が
あ
り
、
そ
の
施
設
の
維
持

管
理
は
地
域
ご
と
に
組
織
さ
れ
た

受
益
者
の
組
合
に
委
託
し
て
行
う

と
町
の
管
理
規
定
に
定
め
て
い
ま

す
。
こ
の
度
の
公
務
災
害
の
発
生

要
因
に
、
営
農
用
水
へ
の
昼
夜
を

問
わ
な
い
警
報
対
応
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
管
理
規
則
で
は
受
益

者
の
組
合
が
維
持
管
理
を
行
う
と

定
め
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
役
場
職

員
が
警
報
対
応
を
行
う
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

営
農
用
水
施
設

が
以
前
と
比
較
す
る
と
複
雑
化
し

て
お
り
、
処
理
方
式
に
対
処
す
る
た

め
産
業
振
興
課
が
対
応
し
て
い
る
。

　

町
の
管
理
規
則
と
対
応
が

矛
盾
し
て
い
る
と
思
う
が
。

産
業
振
興
課
長　

公
務
災
害
調

査
報
告
書
で
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
副
町
長
を
ト
ッ
プ

と
し
た
営
農
用
水
に
関
す
る
調

査
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
業
務

委
託
、
町
職
員
の
対
応
、
利
用
組

合
の
対
応
等
、
利
用
組
合
と
協
議

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　文

教
地
区
再
編
整
備
計
画
に
つ

い
て

　

文
教
地
区
再
編
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
町
長
、
教

育
長
協
議
で
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

決
め
て
早
期
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

教
育
長　

文
教
地

区
の
整
備
の
優
先
順

位
を
小
中
学
校
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
を
起
点
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
等
社
会
教
育
施
設
も
含
め
、

全
体
構
想
を
立
て
た
い
と
考
え
て

い
る
。
４
年
度
中
に
基
本
構
想
の

策
定
作
業
に
着
手
す
る
考
え
。

※
そ
の
他
、
行
政
執
行
方
針
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
、
日
の
出
岬
エ

リ
ア
の
観
光
開
発
、
今
後
の
国
保

病
院
運
営
、
住
環
境
の
整
備
、
民

間
住
宅
、
古
く
な
っ
た
職
員
住
宅

の
整
備
等
の
町
の
考
え
を
伺
い

ま
し
た
。

公
務
災
害
発
生
か
ら
６
年
、
遺
族
に
対
し
て
の
思
い
は

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
、
遺
族
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
（
町
長
）

公
務
災
害
認
定
に
係
る
第
三
者

調
査
報
告
に
つ
い
て

　

公
務
災
害
発
生
か
ら
、
札
幌

高
等
裁
判
所
の
公
務
災
害
認
定
判

決
に
至
る
経
過
の
説
明
を
。

総
務
課
長　

平
成
27
年
12
月
９

日
、
職
員
が
命
を
落
と
す
大
変
残

念
な
事
故
が
発
生
。
翌
年
９
月
６

日
遺
族
が
公
務
災
害
認
定
申
請
、

29
年
７
月
12
日
公
務
災
害
不
認

定
、
30
年
９
月
処
分
取
り
消
し
提

訴
、
令
和
３
年
１
月
請
求
棄
却
判

決
、
遺
族
同
月
控
訴
、
９
月
７
日

逆
転
判
決
、９
月
22
日
判
決
確
定
。

　　

公
務
災
害
発
生
後
６
年
間
、

町
は
裁
判
中
を
理
由
に
事
実
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
行
動
は
取
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
遺
族
の
方
が
孤
独

な
裁
判
を
続
け
た
結
果
、
勝
訴
を

勝
ち
取
っ
た
わ
け
で
す
。
町
と
し

て
第
三
者
に
よ
る
調
査
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
遺
族

に
対
し
て
の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

嶋
し ま む ら

村　義
よ し ふ み

文 議員

一般質問



9
おうむ議会だより　第 180 号

2022.6 発行

小
中
学
校
に
お
け
る
高
速
大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
は

通
信
が
不
安
定
で
運
用
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
、
問
題
点
の
改
善
を

現
在
進
め
て
い
る
（
教
育
総
務
課
長
）

救
急
搬
送
に
つ
い
て

　

救
急
の
疾
患
が
深
刻
な
場

合
、
国
保
病
院
を
経
由
せ
ず
広
域

紋
別
病
院
や
名
寄
市
立
病
院
へ
転

送
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

総
務
課
長　

基
本
は
国
保
病
院
に

搬
送
す
る
。
医
師
の
判
断
で
処
置

困
難
な
場
合
、
医
療
体
制
の
整
っ

て
い
る
二
次
救
急
医
療
機
関
の
担

当
医
に
連
絡
し
搬
送
す
る
。
例
外

も
あ
り
、
二
次
救
急
医
療
機
関
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
現
場
か

ら
直
接
搬
送
を
行
う
。
重
症
傷
病

者
に
つ
い
て
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や

ド
ク
タ
ー
カ
ー
で
対
応
す
る
。

老
健
ハ
マ
ナ
ス
に
つ
い
て

　

老
健
ハ
マ
ナ
ス
の
職
員
数
が

不
足
し
無
理
を
強
い
て
い
る
状

態
。
職
員
の
不
足
人
数
は
。

老
人
保
健
施
設
事
務
長　

現
状
の

職
員
数
は
基
準
を
満
た
し
て
い
る

が
、
あ
く
ま
で
も
基
準
は
基
準
。

夜
勤
面
で
の
介
護
職
員
の
負
担
が

大
き
い
。
老
健
ハ
マ
ナ
ス
の
介
護

職
員
が
会
計
年
度
任
用
職
員
な
の

で
、
正
規
の
職
員
で
募
集
す
る
施

設
と
比
較
し
て
（
待
遇
面
に
お
い

て
）選
択
さ
れ
に
く
い
面
も
あ
る
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

賃
金
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

　

岸
田
内
閣
の
「
新
し
い
資
本

主
義
の
実
現
」
の
中
で
、看
護
師
、

介
護
士
、
保
育
士
な
ど
の
賃
金

ア
ッ
プ
が
２
０
２
２
年
２
月
よ
り

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

町
内
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

町
職
員
に
つ
い
て
は

看
護
師
、
介
護
士
、
保
育
士
と
も

に
給
料
の
引
上
げ
は
行
わ
な
か
っ

た
。
近
隣
町
村
（
興
部
、
滝
上
、

西
興
部
）
も
同
様
の
対
応
。

　

雄
武
町
の
介
護
職
と
大
き
な

給
与
の
差
が
あ
る
た
め
、
介
護
職

員
募
集
し
て
ま
す
よ
と
言
っ
て
も

来
る
訳
が
な
い
。
今
の
募
集
体
系

を
今
後
も
続
け
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長　

老
健
職
員
が
会
計
年

度
任
用
職
員
な
の
で
、
給
料
面
で

他
の
施
設
等
と
比
べ
る
と
差
が
あ

り
応
募
さ
れ
な
い
状
況
。
近
隣
市

町
村
の
状
況
を
把
握
し
正
職
員
化

も
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

運
動
施
設
に
つ
い
て

　

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
は
多
く
の
町
民
の
方
が
熱

望
し
て
い
る
が
、
中
川
原
町
政
も

石
井
町
政
も
そ
の
熱
量
が
低
い
。

「
文
教
地
区
基
本
構
想
策
定
事
業
」

と
い
う
大
枠
の
中
に
収
ま
り
、
そ

れ
が
進
ま
な
い
た
め
具
体
的
な
青

写
真
が
出
て
こ
な
い
。
町
長
の
考

え
は
。

町
長　

文
教
地
区
構
想
の
中
に

入
っ
て
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い

と
認
識
。
令
和
４
年
度
の
総
合
計

画
後
期
計
画
の
審
議
会
で
い
ろ
い

ろ
検
討
し
て
い
た
だ
く
。

　

豊
丘
小
学
校
は
ま
だ
十
分
使

え
る
印
象
。
具
体
案
を
早
急
に
出

し
、
な
い
袖
は
振
れ
な
い
か
ら
、

豊
丘
小
学
校
を
リ
ビ
ル
ド
し
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
補
助
施
設
に

す
る
と
い
う
提
案
を
町
民
に
提
示

す
れ
ば
理
解
が
進
む
の
で
は
。

教
育
長　

旧
豊
丘
小
の
体
育
館

は
町
民
に
開
放
す
る
こ
と
は
問

題
な
い
し
、
議
論
し
て
い
る
の
で

そ
の
可
能
性
は
高
い
。

町
長　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

代
替
え
、
つ
ま
り
サ
ブ
的
な
役
目

と
し
て
町
民
に
開
放
で
き
る
も

の
は
開
放
し
て
い
き
た
い
。

児
童
の
運
動
時
の
マ
ス
ク
着
用

に
つ
い
て

　

知
人
の
小
学
校
教
員
に
確

認
し
た
が
、
児
童
が
走
る
時
に
は

マ
ス
ク
を
外
す
と
い
う
認
識
。
文

科
省
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
道
教
委
か

ら
の
指
示
も
同

様
だ
と
思
う
が
、
教
育
委
員
会
の

考
え
は
。

教
育
長　

全
く
同
じ
。
各
校
長
に

対
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
指
示
事

項
に
基
づ
い
て
学
校
運
営
や
体

育
運
営
を
す
る
よ
う
に
と
い
う

指
示
を
出
し
て
い
る
。

　

若
草
保
育
所
の
運
動
時
マ

ス
ク
着
用
の
考
え
方
は
。

保
育
所
長　

厚
労
省
か
ら
自
治

体
へ
の
保
育
所
で
の
児
童
へ
の

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
指
示
が
あ
っ
た
。
そ
れ
以

降
、
そ
の
指
示
に

基
づ
き
対
応
。

一般質問

佐
さ と う

藤　寧
やすし

議員

↓
次
は
一
般
質
問
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や
地
域
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
地
域

リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
事
例

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。

町
長　

地
域
リ
ー
ダ
ー
の
関
係
だ

が
、
私
も
人
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
非
常
に
必
要
で
今
後
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　

町
長
は
今
回
の
ま
ち
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
意
見
に
目
を

通
し
て
印
象
に
残
っ
た
も
の
は
。

町
長　
住
宅
料
が
高
い
と
い
う
意
見
。

　

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
の
自
由
意
見
を
、「
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
項
目
」
と
「
時
間

が
か
か
る
が
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
項
目
」
に
振
り
分
け
、
所
管
課

で
検
討
し
た
上
、
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
町
民
の
方
に
対
し
て
広

報
紙
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る

考
え
は
な
い
か
。

財
務
企
画
課
長　

自
由
意
見
は
今

回
120
件
ほ
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
結
果
は
、
今
後
組
織
す
る
総

合
計
画
策
定
審
議
会
委
員
に
も
配

付
し
、
町
民
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を

も
と
に
今
後
、
審
議
し
て
い
た
だ

き
、
後
期
基
本
計
画
や
実
施
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
今
の
時
点
で
所
管
課
で
の
判

断
は
、
こ
れ
か
ら
の
議
論
に
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
自

由
意
見
の
今
後
の
見
通
し
の
公
表

は
現
在
行
わ
な
い
方
向
。
な
お
、

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
３
月
７

日
に
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町

民
に
公
表
し
て
い
る
。

遠
隔
地
通
院
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調

査
に
つ
い
て

　

遠
隔
地
通
院
者
へ
の
ニ
ー
ズ

調
査
が
実
施
さ
れ
、
配
布
数
は
１

８
７
３
、
回
答
数
は
１
６
５
３
、

有
効
回
収
率
は
83
・
１
％
で
あ
っ

た
。
町
民
の
皆
様
に
と
り
非
常
に

関
心
が
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
。
町
長
は
こ
の

調
査
結
果
を
受
け
て
、
現
在
の
お

考
え
は
。

町
長　

今
回
の
調
査
で
ニ
ー
ズ

把
握
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
は
詳
し
く
分
析
を
行
い
進

め
て
い
く
。
今
後
の
公
共
交
通
に

つ
い
て
重
要
だ
と
思
う
新
た
な

交
通
施
策
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ハ

イ
ヤ
ー
代
の
助
成
や
、
巡
回
デ
マ

ン
ド
バ
ス
が
続
い
た
。
自
由
意
見

に
お
い
て
は
前
向
き
に
、
か
つ
客

観
的
目
線
で
意
見
が
多
く
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
ほ
か
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
た
行
政
情
報
、
防
災
情
報
の

発
信
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
保
健
福
祉
課
が
非
常
に
多

忙
に
な
っ
た
中
で
遠
隔
地
通
院

者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
担
当
課

を
変
え
て
取
り
組
む
考
え
に
至

ら
な
か
っ
た
の
か
。
国
道
238
号
の

川
尻
地
区
に
お
け
る
雄
武
川
付

近
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
の
対

策
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
、
自
由
意
見
で
印
象
に
残
っ
た
の
は

住
宅
料
が
高
い
と
い
う
意
見
（
町
長
）

第
６
期
雄
武
町
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
策
定
の
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結

果
報
告
書
に
つ
い
て

　

今
回
の
調
査
結
果
は
有
効
回

答
数
が
452
、
回
収
率
は
30・
１
％
。

今
後
も
住
み
続
け
た
い
と
い
う
方

が
74・
８
％
お
ら
れ
る
が
、
10
代
、

20
代
で
は
住
み
続
け
た
い
と
答
え

ら
れ
る
方
が
５
割
を
下
回
っ
た
。

転
出
し
た
い
理
由
と
し
て
、
町
に

愛
着
を
持
て
な
い
こ
と
が
第
３
位

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
大

変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
町
長
は

ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と

お
考
え
か
。

町
長　

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
に

意
見
が
聞
け
る
場
が
あ
れ
ば
参
考

に
し
、ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
い
。

　　

高
校
の
魅
力
づ
く
り
と
し

て
、
静
岡
県
牧
之
原
市
で
は
２
０

１
５
年
か
ら
首
長
部
局
が
主
導
し

て
、
市
内
の
県
立
高
校
と
地
域
が

連
携
し
、
地
域
将
来
を
担
う
人
材

遠
え ん ど う

藤 友
ゆ う こ

宇子 議員

一般質問
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高
校
存
続
基
準
10
名
と
20
名
で
は
大
き
く
違
う
。
虚
偽
答
弁
で
は

当
時
自
分
で
聞
い
た
の
は
20
名
、
虚
偽
答
弁
は
し
て
い
な
い
（
町
長
）

公
約
に
掲
げ
た
高
校
存
続
対
策

に
つ
い
て

　

町
長
は
雄
武
高
校
存
続
対
策

を
町
長
選
に
お
い
て
政
争
の
具
に

し
な
か
っ
た
か
。

町
長　

議
員
時
代
か
ら
質
問
し
て

お
り
継
続
し
て
や
っ
て
い
る
。

　

２
年
間
20
名
を
切
る
と
廃
校

に
な
る
と
２
年
前
答
弁
し
奨
学
金

条
例
を
可
決
さ
せ
た
が
、
道
教
委

の
２
年
間
20
名
を
切
る
と
廃
校
に

な
る
の
を
、
い
つ
、
だ
れ
か
ら
聞

い
て
認
識
し
た
か
。

町
長　

高
校
の
担
当
者
か
町
議
会

か
ら
当
時
聞
い
た
と
思
う
が
そ
の

記
憶
は
定
か
で
な
い
。

　

議
員
時
代
に
10
名
で
廃
校
に

な
る
と
町
長
は
質
問
し
て
い
る
。

10
名
と
20
名
で
は
大
き
く
違
う
。

２
年
前
の
答
弁
は
虚
偽
答
弁
で
は

な
い
か
。

町
長　

当
時
自
分
で
聞
い
て
い
る

の
は
２
年
間
20
名
以
下
で
、
虚
偽

答
弁
は
し
て
い
な
い
。

　

重
要
な
事
な
の
で
も
う
一
度

聞
く
が
、
誰
か
ら
２
年
間
20
名

切
っ
た
ら
廃
校
と
聞
い
た
か
。

町
長　

誰
と
は
は
っ
き
り
今
も
覚

え
て
い
な
い
。

第
６
期
雄
武
町
総
合
計
画
に
つ

い
て

　

総
合
計
画
を
毎
年
ロ
ー
リ
ン

グ
で
見
直
し
て
い
る
が
、
全
く
変

わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
最
上
位
計
画

の
意
義
が
薄
れ
な
い
か
。

財
務
企
画
課
長　

前
期
後
期
計
画

と
同
時
に
５
年
間
の
年
次
計
画
を

策
定
し
て
お
り
、
既
存
施
策
の
転

換
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ

り
、
ロ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
事
業
の

見
直
し
は
極
め
て
重
要
な
作
業
で

あ
る
。

組
織
改
革
に
よ
る
活
性
化
等
に

つ
い
て

　

保
健
福
祉
課
の
分
割
理
由
と

他
の
課
に
つ
い
て
、
今
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
長
期
化
や
保
健

福
祉
課
長
か
ら
意
見
が
あ
り
、
町

長
等
で
協
議
し
再
編
が
必
要
と
判

断
し
た
。
そ
の
他
の
課
は
職
場
環

境
や
業
務
の
進
捗
状
況
を
把
握

し
、
適
切
な
人
員
配
置
を
し
て
い

き
た
い
。

　

第
三
者
機
関
か
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
て
再
発
防
止
策
が
出
て
き

た
が
現
実
的
で
は
な
い
。
真
剣
に

検
討
し
早
急
に
対
応
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

総
務
課
長　

副
町
長
を
ト
ッ
プ
と

し
、
関
連
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
て
調
査

検
討
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
今

後
議
論
を
重
ね
あ
ま
り
時
間
を
か

け
ず
に
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

高
速
医
療
バ
ス
の
検
討
状
況
に

つ
い
て

　

高
速
医
療
バ
ス
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
は
。

町
長　

コ
ロ
ナ
対
応
を
優
先
さ

せ
た
た
め
業
務
が
遅
れ
た
の
は

事
実
で
あ
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
分

析
し
た
い
。

　

政
策
を
や
る
に
は
い
つ
ま

で
に
や
る
と
い
う
期
限
を
守
る

こ
と
は
大
切
か
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
認
識
を
お
持
ち
か
。

町
長　

期
限
を
決
め
て
で
あ
れ

ば
期
限
を
守
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
決
め
ら
れ
な
い
も
の
は
検
討

す
る
と
い
う
話
で
諸
事
情
が
あ

り
決
め
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
り
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

過
去
の
質
問
に
つ
い
て

　

昨
年
３
月
に
も
質
問
し
た

が
町
長
は
入
札
の
金
額
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
良
い
か
。

町
長　

入
札
書
は
私
が
自
筆
で

予
定
価
格
を
書
く
が
、
件
数
が
多

い
の
で
全
部
知
っ
て
い
る
と
い

う
の
は
無
理
で
あ
る
。

　

石
井
測
量
設
計
が
雄
武
町

の
測
量
関
係
に
入
札
業
者
と
し

て
入
っ
て
い
る
。
自
分
の
会
社
は

印
象
に
残
る
の
で
は
。

町
長　

自
分
の
会

社
で
は
な
い
。
役

員
も
何
も
し
て
い

な
い
の
で
一
切
関

わ
っ
て
い
な
い
。

↓
次
は
公
務
災
害
調
査
報
告

栁
やなぎはら

原　浩
ひ ろ ゆ き

之 議員

一般質問
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令
和
４
年
２
月
７
日
、
議
会
全

員
協
議
会
で
町
よ
り
調
査
報
告
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
３
月

定
例
会
で
は
町
長
か
ら
行
政
報
告

と
し
て
調
査
報
告
書
の
概
要
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

（
調
査
実
施
者
）
弁
護
士
法
人

　
　

佐
々
木
総
合
法
律
事
務
所

調
査
内
容

①
本
件
自
死
に
関
す
る
原
因
調
査

及
び
本
件
自
死
に
係
る
町
の

責
任
の
有
無

②
同
種
事
件
の
再
発
防
止
策

検
討
の
対
象
資
料

①
裁
判
記
録

②
公
務
災
害
に
関
す
る
資
料

③
副
町
長
ほ
か
職
員
14
名
の
関
係

者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

主
な
供
述
要
旨

①
産
業
振
興
課
農
務
係
は
非
常
に

業
務
量
が
多
い
部
署
で
あ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
平
成
27
年

４
月
に
行
わ
れ
た
総
入
れ
替

え
に
よ
っ
て
未
経
験
者
だ
け

で
の
業
務
開
始
と
な
っ
た
。

②
残
務
整
理
と
営
農
用
水
の
警
報

対
応
で
、
９
月
22
日
～
10
月

24
日
ま
で
の
間
は
33
日
間
連

続
勤
務
を
行
っ
て
お
り
、
９

月
25
日
～
10
月
24
日
ま
で
の

30
日
間
で
時
間
外
勤
務
数
は

109
時
間
25
分
に
及
ん
だ
。

③
営
農
用
水
の
警
報
対
応
に
つ
い

て
は
、
前
任
係
長
が
不
眠
を

訴
え
異
動
の
申
し
出
を
行
っ

た
経
緯
が
あ
り
、
営
農
用
水

に
異
常
が
あ
る
と
夜
中
で
も

警
報
対
応
で
現
地
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
精
神
的
な

負
担
と
な
っ
て
い
た
。

認
定
事
実

①
農
務
係
の
業
務
量
は
、
通
常
の

部
署
で
の
業
務
引
継
ぎ
が
半

日
程
度
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、

平
成
27
年
４
月
の
業
務
引
継

ぎ
が
１
日
半
も
か
か
る
膨
大

な
量
で
あ
っ
た
。

②
平
成
27
年
度
の
業
務
量
は
通
常

業
務
の
残
務
整
理
に
追
わ
れ

午
後
８
～
９
時
頃
ま
で
の
残

業
が
慢
性
化
し
て
い
た
。

③
残
務
整
理
は
時
間
外
勤
務
の
対

象
外
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ

た
。
定
時
で
帰
れ
な
い
の
は

能
力
の
問
題
と
い
う
考
え
が

庁
舎
内
に
蔓
延
し
て
い
た
。

④
通
常
業
務
に
加
え
営
農
用
水
の

警
報
対
応
で
忙
殺
さ
れ
て
い

る
時
期
に
、
固
定
資
産
台
帳

作
成
の
督
促
を
さ
れ
、
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
た
。

結
論

　

南
氏
の
本
件
自
死
に
つ
い
て
、

業
務
起
因
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、町
の
法
的
責
任（
安

全
配
慮
義
務
違
反
）
も
認
め
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
る
。

　

こ
の
た
め
、
町
は
南
氏
の
遺
族

に
対
し
逸
失
利
益
等
適
正
な
損
害

賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
責
任
を
負
う
べ
き
主
体

は
あ
く
ま
で
町
で
あ
り
、
町
の
関

係
者
が
個
人
と
し
て
賠
償
責
任
を

負
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

再
発
防
止
策

①
農
務
係
・
農
地
整
備
係
の
業
務
・

人
員
配
置
の
見
直
し

②
時
間
外
勤
務
管
理
の
見
直
し

③
営
農
用
水
警
報
対
応
体
制
の
見

直
し

④
日
常
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
実
施

公
務
災
害
事
案
に
係
る
調
査
報
告
（
要
旨
）

※
こ
の
要
旨
は
調
査
報
告
書
を

一
部
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

　

詳
細
を
確
認
し
た
い
方
は
町

に
情
報
公
開
請
求
を
す
る
こ
と

で
全
文
を
確
認
で
き
ま
す
。
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補正予算（一般会計補正予算（第 15 号））
【主な内容】
　・住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金　
 ６６２０万円
　・雄武高等学校　　　　　１人あたり 10 万円　※卒業生のうち就業者 10 名分
　　卒業生新生活応援給付金 １００万円

質疑応答
Ｑ栁原　高校存続への具体的な案は。
Ａ町長　存続対策協議会や高校とも協議して公
設塾やボランティア等の取り組みについて話し合
う。また今後、海外と姉妹都市提携などを考え、
子どもたちのグローバル化を図りながら、雄武高
校を魅力ある高校にしていきたい。

Ｑ栁原　雄武高校卒業生新生活応援給付金につ
いての算定根拠は。
Ａ教育長　2 年前は町として就業者への給付は一
切考えていなかった。その後、色々な意見や要望
が多く、町長の指示もあったことから就業者への
給付を検討した。その中でお祝い金の意味で 2~3 
万円程度という議論もあったが、就職に必要な物
をそろえると最低 10 万円
はかかるだろうということ
で、その金額にした。
　また、町の財政が厳しく
なっても持続可能な金額で
あるため、このように判断
した。

Ｑ遠藤　高校存続に関連し、入学者を増やした
いのであれば母数を増やすため人口減少対策によ
り力を入れるべきでは。例えば移住政策について
町長はどのようにお考えか。
Ａ町長　移住対策は都市の子ども達・大人達の
交流も含め、関係人口を増やすことから取り組み
たい。体験型交流を日の出岬ホテルとも連携し進
めたい。

２ 月
臨 時 会

審 議 結 果

【修正案提出】発議者：栁原　遠藤

◎雄武高等学校卒業生新生活応援給付金…１００万円→３６０万円に増額 (260 万円増 )
　算定根拠が不明確である。高校存続対策を真剣に取り組んでいただきたい思いから増額を要望する。

１人あたり 10 万円を 36 万円に

○　修正案に賛成　○
◇遠藤…算定根拠に納得できない。
　　　　地元に残る若者をもっと
　　　　支援して欲しい。

○　原案に賛成　○
◇佐藤…お金を使った対策はひとまず
　　　　完成、具体的な存続対策案は
　　　　我々にも明示を。

✖　修正案に反対　✖
◇嶋村…公平性を担保する予算としては
　　　　1 人 10 万円が妥当。
◇佐藤…最大 10 万円はお祝い金として
　　　　は適切、存続対策は具体案を。

✖　原案に反対　✖
◇栁原…今回の 10 万円の経済的支援が
　　　　高校存続対策になるか疑問。
　　　　抜本的な改革を。

討 論

討 論

【修正案採決】賛成４（栁原、金田、遠藤、長野）　反対４（佐藤、溝田、嶋村、福原）→議長裁決→

【原案採決】賛成４（佐藤、溝田、嶋村、福原）　反対４（栁原、金田、遠藤、長野）→議長裁決→

１人あたり 10 万円

↓
次
は
３
月
定
例
会
審
議
結
果
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３ 月
定 例 会

審 議 結 果Ｑ栁原　課設置条例が制定されたが、保健福祉課
以外の再構築は。

Ａ総務課長　年末に副町長を交えて人事協議を
行った。係員の補充案はあったが分割案は特にな
かった。

Ｑ長野　3 月に全員協議会が開催されているの
に、なぜ説明がなかったのか。本来であれば事前
に説明すべきでは。

Ａ総務課長　昨年度の建設水道課分割の際に全員
協議会にはからなかったので同様とした。今後は
議会とも協議し、事前に説明していく。

Ｑ遠藤　今回の改正案に該当する会計年度任用職
員は特定できているのか。

Ａ総務課長　育児休業は妊娠したことを伝える必
要があり把握できるが、介護などは申し出をして
もらう必要があり、把握は難しい。分かりやすい
パンフレット等を作成し、制度の活用を促したい。

課設置条例の一部改正
・保健福祉課を福祉給付課、健康
　推進課に分割する。

職員の育児休業等に関する条例の一部改正
・非常勤職員の育児休業・部分休業の取得要件を
　緩和する。

４月臨時会　緊急質問
◎国保病院常勤内科医師の退職について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（嶋村議員）
１．常勤内科医師の退職に至る経過の誠意ある説明
２．５月以降の勤務継続実現への努力要請

【採決】
　賛成３( 佐藤、嶋村、福原 )
　反対４( 栁原、金田、遠藤、長野 )

緊急質問って？
　議長に通告していなくても、本会議
で他の議員の同意を得ることで行うこ
とができる質問です。その内容は

・災害や突発的な出来事などで即刻質
問する必要がある場合

・質問する客観的な理由が認められる
場合

に限られます。
意見を述べることも可能です。

【２月臨時】  令和３年度一般会計
（5362万円追加）総額69億 7476万 9千円
・子育て世帯への臨時特別給付金、家庭用電気機械器具等
　購入ほか

【３月定例】  令和３年度一般会計
（2955万円減額）総額69億 4521万 9千円
・元沢木海岸線道路整備工事ほか
� ※その他８件

【４月臨時】  令和３年度一般会計
（2039万 9千円追加）総額69億 6561万 8千円
・除雪業務委託料ほか
　　　　　　　　　　　　　　　※その他１件

工事請負契約

◎勤労者住宅建設工事（建築主体）
㈱大和建設（雄武町）
　代表取締役　石山�泰一
・契約金額　5423万円

◎雄武斎場火葬炉入れ替え工事（炉更新）
宮本工業所（富山県富山市）
　代表取締役　宮本�芳樹
・契約金額　1億 2633万 5千円

補正予算　審議結果まとめ ４月臨時会　　　審議結果
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その他の採決結果

３

月

定

例

漁業振興基金条例の制定
安定的な漁業の推進に向けた基金を制定する。

可決（異議なし）

行政手続等における押印等の見直しに伴う関係条例の整備
住民の利便性の向上および負担軽減を目的とし、手続きの際の押印が一部不要になる。

可決（異議なし）

議会委員会条例の一部改正
課の名称変更（保健福祉課が健康推進課と福祉給付課に変わる）。

可決（異議なし）

交通指導員設置条例の一部改正
雄武・沢木・幌内にある指導支部に魚田を追加配置する。

可決（異議なし）

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
同基準の改正に伴うもの。

可決（異議なし）

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
同基準の改正に伴うもの。

可決（異議なし）

町道の認定
ポンオコツナイ２号線、旭日公園４号線を追加。

可決（異議なし）

オホーツク町村公平委員会規約の変更
運営経費の負担を一部変更する。

可決（異議なし）

オホーツク町村公平委員会委員の選任
任期満了に伴うもの。

同意（異議なし）

議会会議規則の一部改正
欠席届出、請願書の記載事項の取り扱いの一部変更。

可決（異議なし）

４
月
臨
時

専決処分報告（税賦課徴収条例等の一部改正）
地方税法等の一部改正による。

可決（異議なし）

国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険法施行令の一部を改正する政令の施行と、税負担の適正化を図るもの。

可決（異議なし）

↓
次
は
議
会
日
誌
・
あ
と
が
き

賛否が分かれた議案

議　員　名

議　案　名

佐
　
藤
　
　
　
寧

栁
　
原
　
浩
　
之

金
　
田
　
壽
　
夫

遠
　
藤
　
友
宇
子

溝
　
田
　
昌
　
志

嶋
　
村
　
義
　
文

福
　
原
　
峯
　
雄

長
　
野
　
　
　
誠

橋
　
詰
　
啓
　
史

審
議
結
果

【２月・第1回臨時】一般会計補正予算 ( 第 15号 ) ※修正案 × 〇 〇 〇 × × × 〇 × 否決

【２月・第1回臨時】一般会計補正予算 ( 第 15号 ) 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 可決

【３月・第2回定例】R4各会計予算・関連議案 ( 一括採決 ) 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

【４月・第3回臨時】緊急質問（国保病院常勤内科医師の退職について） 〇 × × × 欠 〇 〇 × － 否決

議員ごとの賛否内訳と審議結果
〇…賛成　×…反対　欠…欠席　■…討論
－…議長　※議長は賛否同数の場合のみ裁決を行います
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編
集
あ
と
が
き

　

山
は
春
。
行
者
ニ
ン
ニ
ク
、タ
ラ
の
芽
、

ワ
ラ
ビ
に
フ
キ
。海
も
春
。カ
ニ
、ア
サ
リ
、

ホ
タ
テ
、
ウ
ニ
そ
し
て
タ
コ
に
ニ
シ
ン
。

　

春
は
良
い
な
。
食
欲
の
秋
な
ら
ぬ
春
で

す
ね
。
ホ
タ
テ
稚
貝
の
分
散
の
船
は
漁
火

の
よ
う
に
水
平
線
上
に
輝
い
て
こ
れ
も
春

の
風
物
詩
で
す
ね
。
ゴ
ミ
も
春
、
雪
の
中

か
ら
、
特
に
道
路
脇
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
空
き
缶
、
そ
し
て
袋
ご
と
の
ゴ
ミ
。

役
場
で
は
、
ゴ
ミ
に
関
す
る
質
問
を
広
報

等
で
答
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に
黄

色
い
袋
に
関
し
て
誤
解
を
さ
れ
て
お
ら
れ

て
い
る
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
魔

法
の
袋
」
と
い
う
何
を
入
れ
て
も
い
い
袋

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
特
に
分
別
で
き

る
は
ず
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
多
く
混
入

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
分
別
を
し
て

資
源
へ
。
大
人
の
行
動
は
子
ど
も
が
見
て

い
ま
す
。
素
敵
な
春
へ
、
私
た
ち
の
行
動

が
自
然
へ
の
お
返
し
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

議
会
と
し
て
も「
ゴ
ミ
問
題
」に
関
し
て
、

注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雪
解
け
て

　
　
　

カ
ッ
コ
ウ
ひ
と
鳴
き

 

種
を
蒔
く
（
溝
田
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　
　

溝　

田　

昌　

志

【令和３年】12月

9 ～ 10 日 第 8 回定例会開催

20 日 全員協議会開催

22 日 第 18 回議会活性化調査特別委員会開催

【令和４年】１月

1 日 令和 4 年雄武神社元旦祭出席、議長

９日 令和 4 年雄武町成人式出席、議長ほか１名

11 日 第 1 回議会広報特別委員会開催

18 日 第 2 回議会広報特別委員会開催

19 日 第 1 回議会活性化調査特別委員会開催

24 日 第 3 回議会広報特別委員会開催

　２月

4 日 第 2 回議会活性化調査特別委員会開催

7 日 全員協議会開催

10 日 議会運営委員会開催

〃  議員協議会開催

14 日 第 1 回臨時会開催

17 日 第 3 回議会活性化調査特別委員会開催

27 日 豊丘小学校閉校式出席、議長ほか 8 名

28 日 総務文教常任委員会開催

　３月

1 日 雄武高等学校令和 3 年度卒業証書授与式出席、議長

2 日 全員協議会開催

〃  議会運営委員会開催

議会を議会を傍聴して傍聴して
　　みませ　　みませんか？んか？
◎定例◎定例会会
　３・６　３・６・９・12 月　年４回・９・12 月　年４回

◎臨時◎臨時会会
　適時開　適時開催催

◎日程◎日程確認確認
　新聞折　新聞折込チラシ込チラシ
　議会事　議会事務局ホームページ務局ホームページ
　事務局　事務局に連絡に連絡

【雄武【雄武町議会事務局】町議会事務局】
　代表　代表 Tel: 0158(84)-2121Tel: 0158(84)-2121

会議 誌日


